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おめでとう はじめてのバースデー
HAPPY BIRTHDAY

８月に満１歳になる子どもたちを紹介します。
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\今月
の食改さん/

「はじめてのバースデー」への

掲載案内は、誕生月の前々月上

旬にお送りしています。

ぜひ、応募してください。

●日時　11月20日（水）
　　　　午前９時30分～ 11時
●場所　内子中学校体育館
●内容　生徒に赤ちゃんを抱っこさせてあ
　げたり、子育てのエピソードを話したり
　しながら交流
●対象　３カ月～１歳くらいの赤ちゃんと
　保護者
●申込期限　10月31日（木）
※会場には授乳・おむつ替えのスペースを
　用意しています。
【申込・問い合わせ】
内子町子育て支援センター
☎０８９３（４４）６３５５

　中学校で実施する「いのちの授業」で、生
徒に命のぬくもりを伝えてくれる親子を募集
しています。中学生が赤ちゃんと触れ合い、
子育ての話を聞くことで、命の大切さや自分
の将来を考える機会になっています。赤ちゃ
んと一緒に交流を楽しみませんか。

　　　　 命命ののぬぬくくももりり、、親親のの思思いいをを伝伝ええるる「「いいののちちのの授授業業」」　　

▶
昨
年
開
催
し
た
「
い
の
ち

　の
授
業
」
の
様
子

赤赤ちちゃゃんんととパパパパ・・ママママをを募募集集ししまますす

な

ろ
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み
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の

FROM  ME  TO  YOU

みんなでつないでリレーエッセイ

広報うちこ   2024. 8 14

　「
す
っ
か
り
御
祓
の
人
に
な
っ

と
る
な
」

　
い
つ
も
の
よ
う
に
自
宅
の
軒
先

で
電
話
を
し
て
い
た
日
の
こ
と
で

す
。
近
隣
農
家
で
仲
良
し
の
お
ば

ち
ゃ
ん
が
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
通
り
か

か
っ
た
の
で
、つ
い
通
話
状
態
の
ま

ま
ご
あ
い
さ
つ
。
二
言
三
言
の
談

笑
を
終
え
、「
お
ま
た
せ
」と
急
い

で
ス
マ
ホ
を
耳
に
戻
す
と
、
電
話

の
向
こ
う
で
や
り
取
り
を
聞
い
て

い
た
夫
が
私
に
そ
う
言
い
ま
し
た
。

　「
ほ
ん
ま
か
い
な（
笑
）」。
私
は

大
阪
生
ま
れ
大
阪
育
ち
で
、
就
学

も
就
職
も
関
西
で
す
。
35
年
間
、

大
阪
弁
を
使
い
倒
し
て
き
ま
し

た
。
夫
の
故
郷
・
御
祓
地
区
へ
住

居
を
移
し
て
６
年
が
経
ち
、
生
活

圏
が
変
わ
る
と
自
分
の
話
す
言
葉

も
地
域
に
染
ま
っ
て
く
る
の
だ
と

じ
ん
わ
り
と
感
じ
ま
し
た
。

　
移
住
し
た
当
初
、
地
元
の
皆
さ

ん
の
柔
ら
か
い
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ

ン
や
、
語
尾
の「
わ
い
」「
や
け
ん
」

を
聞
い
て
い
る
と
、「
関
西
な
ま

り
」は
自
分
が
思
う
よ
り
も
き
つ

く
聞
こ
え
る
の
で
は
と
、
内
子
弁

を
ま
ね
て
い
ま
し
た
。
分
か
っ
て

き
た
の
は
、
会
話
の
違
い
は
方
言

そ
の
も
の
だ
け
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
。
直
訳
す
る
の
で
は
な
く
意

味
の
持
た
せ
方
が
違
っ
て
い
て
、

例
え
ば
し
ゃ
も
じ
は「
お
た
ま
」

の
こ
と
、
こ
れ
は
な
ん
ぜ
は「
一

緒
に
話
そ
う
」
と
い
う
こ
と
、
気

の
毒
な
は「
あ
り
が
と
う
」
の
こ

と
―
―
。
言
葉
の
選
び
方
、
冗
談

の
入
れ
方
、
気
の
遣
い
方
な
ど
、

過
ご
す
地
域
や
人
に
よ
っ
て
も
い

ろ
い
ろ
違
い
ま
す
。
そ
の
翻
訳
の

仕
方
を
楽
し
み
な
が
ら
今
も
気
付

き
の
日
々
で
す
。

　
夫
い
わ
く
、
私
の
内
子
弁
も
よ

う
や
く
板
に
つ
い
て
き
た
そ
う
で

す
が
、
御
祓
暮
ら
し
７
年
目
の
ま

だ
ま
だ
新
人
。
皆
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
も
た
く
さ
ん
学
ば
せ
て
く
だ

さ
い
。

▼
次
は
、
向
居
真
愛
美
さ
ん
＝
谷  

　＝
に
お
願
い
し
ま
す
。

①ナスは乱切りにする。耐熱ボウ
　ルに入れてラップをかけ、600 Ｗ
　の電子レンジで約３分加熱する。
②トマトは２㌢角に切る。
③ミョウガは粗みじん切り、シソは
　千切りにする。
④ボウルに全ての材料とⒶを入れ
　て混ぜ合わせる。味がなじんだ
　ら器に盛り付けて完成。

●作り方

泉

　綾あ

や

こ子
さ
ん
（
42
） 

 

＝
成
内
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目
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\今月
の食改さん/

監修　内子町食生活改善推進協議会

山田　千
ち え

惠さん
＝吉野川＝

ナス　　　　　１本
トマト　　　　 １個
ミョウガ　　　１本
シソ　　　　　２枚
　　ごま油　大さじ１
　　ポン酢
　　 大さじ１と1/2
　　おろしショウガ　
　　　 　小さじ1/3

●材料（４人分）

Ⓐ

季節の一皿
SPECIAL DISH

ナスとトマトの
さっぱり香味あえ



SAVE  THE  EARTH

くらしの
エコロジー
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違法な不用品回収業者に
ご注意ください

　違
法
な
不
用
品
回
収
業
者
に
よ

る
ご
み
の
不
法
投
棄
が
、
全
国
的

に
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
投
棄

さ
れ
た
ご
み
か
ら
有
害
物
質
が
流

出
す
る
恐
れ
も
あ
り
、
処
分
を
依

頼
し
た
本
人
も
責
任
を
問
わ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
無
許
可
の
業
者
に
注
意

　家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
回
収

は
、
町
か
ら
許
可
や
委
託
を
受
け

た
回
収
業
者
が
行
い
ま
す
。
そ
れ

以
外
の
業
者
に
よ
る
回
収
は
認
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　家
庭
ご
み
の
回
収
に
は「
一
般

廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
」が
必
要

で
す
。
違
法
な
業
者
の
中
に
は
、

「
産
業
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
」

や「
古
物
商
の
許
可
」
を
示
し
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
許
可
で
は
ご
み
を
回
収
で
き

ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
悪
質
な
業
者
に
よ
る
被
害
の
例

　内
子
町
内
で
は
、
許
可
を
受
け

た
業
者
の
関
係
者
を
装
っ
た
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
り
、
宣
伝
内
容

と
異
な
る
高
額
な
処
理
料
金
を
請

求
さ
れ
た
り
し
た
事
例
も
あ
り
ま

す
。
無
許
可
の
回
収
業
者
は
絶
対

に
利
用
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

●
家
庭
ご
み
の
処
理
で
困
っ
た
ら

　不
用
品
の
処
理
に
困
っ
た
と

き
や
、
不
審
な
業
者
か
ら
連
絡
が

あ
っ
た
と
き
は
、
環
境
政
策
室
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　定
め
ら
れ
た
場
所
以
外
に
ご
み

を
捨
て
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
は
絶

対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

①スポーツで健康づくり。町長杯「●
　○○○○○○○○」が７月９日、内
　子運動公園で開催されました
②２台の電気自動車をまちの駅に設置。
　「○●○○○○○○」事業スタート
③内子町国際交流協会の設立30周年
　を記念して、「○○○○○●○」市の
　ミニチュア展を開催します
④夏は祭りがいっぱい。８月13日は「○
　○○○○○●」大会を見に行こう
⑤リレーエッセイは「○●○○○○」さ
　ん。御祓地区で感じた方言の面白さ
　を話してくれました

広報クイズ

VOICE

まちの声

□子どもに礼儀作法や和の
心を学ばせたいです。町内で
伝統文化に親しむ習い事は、
どんなものがありますか。（30
代女性）
■太鼓や舞踊、茶道、生け
花など、種類はさまざまです。
内子町文化協会では、各団

体の活動日に見学や体験が
できる「うちこ文化体験月間」
を11月に行っています。興
味のある人は、係までお問い
合わせください。
【問い合わせ】
自治・学習課　生涯学習係
☎０８９３（４４）２１１４

日本の伝統文化を学べる習い事を始めたい

「広報うちこ」８月号を読んで、①～⑤
番の丸印をひらがな・カタカナでうめ
てください。小さい「っ」「ゅ」や、「が」
などの濁音も一文字とします。「●」の
文字を①番から順につなぐと、ある言
葉になります。どんな言葉でしょう。

応募方法：　
ハガキに答え、氏名、住所、年齢を書
いて送ってください（１人１通まで）。
正解者の中から抽選で 10人に図書
カード（500円）をプレゼントします。
宛て先：〒７９５－０３９２
内子町役場　総務課　広報・広聴係
締め切り：８月31日（消印有効）
当選者発表：「広報うちこ」10月号

答え「さつきばれ」　正解数34
•篠﨑　弘子さん　（内子18第２）
•浜田　好恵さん　（内子19第２）
•石田　彩珠さん　（田中）
•河野　　豊さん　（路木）
•田中恵美子さん　（河内５）
•西岡　玲子さん　（妙見町）
•北岡ひとみさん　（宮原）
•伊達　孝子さん　（小田上）
•亀井紀美子さん　（松山市）
•岡崎　珠里さん　（四国中央市）

●６月号当選者の皆さん

内子町の人☆キラリ
TOWN'S  STAR

HELLO!!!
FROM  AROUND  THE  WORLD
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外国語指導助手

ディロン・バーンズ
Dillon Barnes

「さようなら」だけど別れじゃない

　３年の任期を終え、アメリカに
戻ることになりました。もともと
日本の文化が好きだった私にとっ
て、風情と人情がある内子町で暮
らせたことはとても幸せです。
　内子に到着した初日、内子座で
こども狂言クラブの公演を観まし
た。せりふや所作が興味深く、最
高のおもてなしに感激したのを思
い出します。他にも笹まつり、サ
イクリング、太鼓、しめ縄作りなど
――。思い出は数え切れません。
中でも、昨年５月にパートナーと
参加した「はなよめ」という事業
は特別な経験でした。花嫁衣装で
ロケーションフォトを撮影するも
ので、初めて着る色打掛にパート
ナーも私も大喜び。美しい町並み
で残せた一生の思い出と写真を、

故郷の友人に自慢したいです。
　そしてもう一つ、立川小、内子
中での英語の授業は、私の大好き
な時間でした。休み時間にはアニ
メについて話したり、はやりのダ
ンスを見せてもらったりもしまし
た。子どもたちはいつも笑顔で、
みんな仲良し。大人になっても周
りの人と自分を大切にしてほしい
です。彼らが内子の明るい未来を
つくってくれると信じています。
　このまちで経験した全てが、か
けがえのない宝物です。帰国後は
図書館に勤める予定で、現地の子
どもたちに内子や日本の文化をた
くさん伝えたいと思います。皆さん
に会えなくなるのは寂しいけれど、
いつかまた内子に遊びに来ます。
本当にありがとうございました。

内山猟友会　

山の守り手、磨いた射撃の腕で団体優勝

　内山猟友会は６月30日、四国中央市で開かれた「愛
媛県猟友会安全狩猟射撃大会」に出場し、団体の部
で初優勝を飾りました。選手は二宮智

さとる

さん、久保善
よしかず

一
さん、山根龍

りゅうぞう

造さんの３人。競技では空中に放たれる
クレーを鳥獣とみなし、猟銃で撃ち落とした数で得点
を競います。チーム最年少の二宮さんは「時速 80㌔
で飛ぶ小さな的を打つのは難しい。先輩たちのように
素早く的確な射撃をしたくて、射撃場へ通い何度も練
習した」と話すと、チーム最年長の久保さんは「団体
戦では常勝チームに歯が立たず長年、悔しい思いを
してきた。念願の優勝ができて最高の気分。みんな
熱心だし、二宮くんと監督の浪江くんの若い二人も積
極的に盛り上げてくれた」と喜びをにじませます。
　同会の会員は現在 192 人。趣味で猟を楽しむだけ
でなく、有害鳥獣対策にも力を入れています。40年
以上も猟を続ける山根さんは「狩猟は自然や地域を守
ることにもつながる。もっと腕を磨いて、頑張る農家
さんの役に立ちたい。やりがいも多いので猟友会に興
味を持つ人が増えるとうれしい」と笑顔で語りました。

（左から）監督を務めた浪江和
かずき

希さん、選手の二宮さん、久保さん、
山根さん。「内山猟友会の精鋭ぞろい。抜群のチームワークだった」
と笑う皆さん
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